


 

３．考察 
○光度について 

〔パンスターズ彗星〕 

近日点通過から時間が経ち、地心距離と日心距離が大きくなるにつれて光度が下がっ

ていく様子が確認できた。 

〔アイソン彗星〕 

近日点に近付くにつれて明るさが増していった。 

〔ラブジョイ彗星〕 

データが1日分しか無いため、現時点では変化を比較することはできないが、もう一度

観測を予定している。近日点から遠ざかり、明るさが弱まると予測している。 
 

○色指数について 

色指数についてはどの彗星にも若干の疑問が残る。減光量の補正がうまくいかなかった

ことが原因だろうか。 

〔パンスターズ彗星〕 

頭と尾の色指数はどちらも4/13より5/3の方が低かったのに対し、全体の色指数は5/3

の方がわずかに高かった。 

〔アイソン彗星〕 

11/9と11/17の色指数の差が激しく、特に11/17は赤味が強すぎる結果となった。 

〔ラブジョイ彗星〕 

頭は赤味があり、尾や全体としては青味が強い。光度と同様に、次回の結果との比較

をして更なる考察をしたい。 

 

４．おわりに 

今回の測光結果にはまだ疑問が残る。今後その誤差の原因を追究し、精度を高めたい。

また、この結果を元に他になにか考察できることがないかも模索していきたい。しかし、

今回観測した3彗星はどれも短周期彗星ではなく、もう二度と観測することができないた

め、少ない回数しか観測できなかったことが心残りである。 
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